
№５ 帰宅中に熱中症を発症 

◉工事の種類：道路建設工事 ◉工事の概要：歩道橋新設に伴う深礎工事

◉職種：土木作業員（55 歳） ◉起因物：高温・低温環境

発生状況 

被災者は、数人の土木作業員と共に、横断歩道の橋脚深礎工事のために矢板を入れる作業

に従事していた。 

その日の作業終了後、被災者は仲間と共に車で帰宅の途についたが、その途中で体調不良

を訴え病院に搬送された。 

（被災程度：休業 10 日） 

「原因」と「再発防止対策」を、災害発生要因の４Ｍ分類（人的・設備的・作業的・管理的）

で検討してみましょう。 


